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　２０世紀に起きた情報革命における電子デバイスの
小型・固体化を例に挙げるまでもなく、装置の小型化・
機能の集積化、すなわち「マイクロ化」はパラダイム
シフトの基点となるブレイクスルーと考えられる。固
体レーザーはジャイアントパルスやモードロックなど
による高輝度光発生が可能であるため、不安定かつ
大型で大電力を要するものの先端科学技術の探求に
は不可欠な存在であった。１９８０年代に興った「固体
レーザーのルネッサンス」により推進された、半導体
レーザー（LD）励起固体レーザー（DPSSL）は LD
の小型、高効率、長寿命性と固体レーザーのエネル
ギー蓄積性、高輝度性を併せ持つ高機能レーザーと
されるが、その寸法、出力、高輝度性、利用可能な
波長域は制約されていた。
　本研究グループは、光波を発生、制御する素子と
してのマイクロチップレーザー 1–5) と高機能非線形光
学波長変換 6),7) を中心とした高性能マイクロ固体フォ
トニックデバイスを目指し研究開発を行っている。ビ
ーム高品質化（空間特性制御）ならびに短パルス化（時
間特性制御）などの高輝度化、そしてスペクトルの
高純度化を広い波長領域（スペクトル特性制御）で
コンパクト化と同時に実現することは、新たな学術分
野創出とともに産業応用分野での新シーズ創出にも
つながる重要課題と考える。手のひらサイズの高性
能光源を実現するためには、高度の固体ドメイン制御
によるレーザー発振の高効率化と任意波長選択性の
向上を実現することそのものが重要である。マイクロ
チップ構成はアクティブミラー型レーザーと等価であ
る事より高ビーム品質状態での高出力化が可能なだ

けでなく、短共振器を利用したジャイアントパルス発
生も可能となるなどモバイル用途などの単なる応用面
でのニーズ対応というだけでなく、小型構成故の高コ
ヒーレント化、短パルス化などレーザー光の品質面で
の高度化を実現するキイである。ここにマイクロ固体
フォトニクス基盤のポイントがあると考え、Nd、Yb
イオン添加バナデート、セラミックスなどのレーザー
から擬似位相整合（QPM, Quasi-Phase-Matching）法6),7)

など多機能非線形光学波長変換用の新材料探索・作
製にまで立ち返った構造制御さらにはマイクロ共振器
による光制御に関する研究を推進している。

　様々な分野の方との共同研究により理化学分野か
ら産業分野に新展開をもたらすような分子科学のフロ
ンティアが開拓できるものと信ずる。
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